
 

 

 

2025年度 総合型選抜Ａ日程(専願制) 入学試験問題 

 

 

小論文 
（60分） 

 

 

 

注 意 事 項 

 

１．試験開始の合図があるまで、問題冊子は開かないでください。 

 

２．この問題は１ページです。問題・解答用紙の汚れなどに気づいた場合は、 

手を挙げて監督者に知らせてください。 

 

３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。 

 

４．監督者の指示に従って、解答用紙に受験番号・氏名を記入してください。 

 

５．試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10-19 V 小論文） 

V 



2025年度 総合型選抜 A日程（専願制） 入学試験問題 

小論文（60分） 

 

わが国における魚介類の 1 人 1 年当たりの消費量は減少し続けている。令和

4年度の「食料需給表（農林水産省）」によれば、食用魚介類の 1人 1年当たり

の消費量（純食料ベース）は、平成 13 年度の 40.2 kg をピークに減少傾向にあ

り、令和 4年度には 22.0 kgとなっている。一方、肉類の 1人 1年当たりの消費

量は増加傾向にあり、平成 23年度に初めて食用魚介類の消費量が肉類の消費量

を下回った。魚介類の消費量が減少する背景としては、食の志向の変化が考えら

れているが、魚には栄養成分が多く含まれており、魚を食べることで生活習慣病

や味覚障害などの病気予防の効果も期待できる。 

現在の水産物消費の現状と課題に対して、自身の意見を述べよ。 

 

（400〜600字） 
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